
惣作遺跡の位置

　惣作遺跡は安城市木戸町字惣作に所在します。矢作川などの河川による堆積物でできた沖積地に立地し、現在の鹿乗

川東岸にあります。惣作遺跡の北側の鹿乗川流域の沖積地の遺跡群では、弥生時代から古墳時代の集落や墓域などが見

つかっています。また惣作遺跡の南西の碧海台地上には奈良時代に創建されたと推定される寺領廃寺跡があります。

発掘調査の経緯

　今回の発掘調査は、鹿乗川河川改良事業に伴う事前調査として、平成 20年 9月から 12月までの予定で実施していま

す。面積は 1200 平方メートルで、Ａ区からＣ区までの 3調査区に分けて行っています。ここではＡ区の発掘調査成果

をご覧いただきます。惣作遺跡は、過去に平成 16年 10月から平成 17年 3月までに愛知県埋蔵文化財センターにより、

また平成 20年 1月から 6月までに安城市教育委員会により、それぞれ発掘調査が行われてきました。

今回の発掘調査の成果

　今年度の発掘調査でも、弥生時代から江戸時代までの様々な遺構や遺物が発見されています。これを、過去の調査成

果と合わせて時代ごとに説明したいと思います。

★１、弥生時代中期から古墳時代前期まで★

　弥生時代中期（紀元前１世紀頃）では、ほぼ今回の調査区全体で南北に流れる河川跡が見つかりました。河川跡に堆

積した大量の粗砂の中から多くの弥生土器が出土しました（08A,08B,08C 区）。

　この河川が埋まった後に方形周溝墓？（溝を巡らせた墓）が作られ、さらにその後に竪穴住居が営まれました（08C 区）。

弥生時代中期から古墳時代初期にかけては、遺跡の東側の少し高い場所に人々が住んでいた場所が広がっていたと考え

られます。

　古墳時代前期（３世紀頃）では蛇行して流れる河川跡が見つかり、その南岸からたくさんの土器と木製品が出土しま

した（08B 区）。土器は小型の壺や器台、赤彩の壺や高杯など多種多様で、完全な形で出土するもの目立ちます。木製品

には臼や斧の柄など様々な製品がありますが、一部のみを加工した未完成品のような木材が多いのも特徴です。これまで、

惣作遺跡では古墳時代前期の遺構や遺物はあまり見つかっていませんでしたが、おそらく付近に古墳時代前期のムラが

あっただろうと考えられます。

★２、奈良時代から平安時代まで★

　古代では、これまで掘立柱建物跡などの遺構が発見されていましたが、今回新たに８世紀から９世紀頃の竪穴住居跡

が 1棟確認されました（08B 区）。

　建物跡が分布する北側には、古墳時代前期から引き続き河川跡が流れており、その北岸の上半部の堆積層から須恵器

や灰釉陶器、木製品などが出土しました（08A,08B 区）。木製品の中には木簡が 1点出土しており（08Ab 区）、ほぼ一

緒に出土した灰釉陶器から 10世紀頃のものだろうと推測されます。

　さらに北側では、水田跡と畑跡？が発見されました（08A区）。畑跡？は時期不明ですが、その後の９世紀から１０世

紀頃に水田が設けられたようです。水田は「あぜ」で区切られた長方形の小区画が並ぶものです。

★３、江戸時代から現在まで★

　江戸時代から近代の水路（08B 区）や不定形な大型の落ち込み（08B 区と 08C 区）などが確認されました。また、南

北に流れる河川跡も見つかり（08C 区）、そこからは下駄なども出土しています。中世以降は人々が住んだ形跡はほとん

どなく、河川や耕作地が広がっていたと考えられます。

★木簡について★

　10世紀頃の河川堆積物（003NR3 層）から折れた状態で出土しました。長さ 57.3cm、幅 3.2cm、厚さ 0.7cmを測る

板目板材で、孔が４個並んでいます。表裏両面に墨で文字が記されており、その読み方については現在もなお調査・検

討中です。これまでの検討の結果では、次のように読めるのではないかと考えています（この釈文は今後変更されるこ

ともあります）。

「道大巻得得麻呂得□□大□□□里（カ）美□□里（カ）」

「大　大　本　本本」

　文字がはっきりと読めていない段階で、この木簡の意味を解釈することは難しいのですが、習書木簡か何らかのまじ

ないに使用されたものである可能性が指摘されています。

　三河地方で古代の木簡が出土した事例は、下懸遺跡の事例と、惣作遺跡の平成 16年度調査で出土した事例の２点が

あり、今回が３例目となります。いずれも安城市南東部の鹿乗川流域の遺跡で発見されたものです。
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